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犯罪，欝察，サモスード

ロシア革命下ぺトログラードの社会史への一試論一一一

長谷川 毅

ロシア革命の研究に長年従事していて一つ気になることがあるo それは歴史家の描くロ

シア革命像が， しばしば文学や回想録に現れるロシア革命像とあまりにもかけ離れている

ことである。 たとえばパステルナークの『ドクトル・ジヴァゴJ とかトリーフォノフの

『老人Jなどに描かれているロシア革命の叙述に，読者は凄まじい混乱と暴力に満ちた社

会を感じるO それは文学者の想像力と回想者の直接の体験が捉えた生々しい現実の一部で

あるo ところが歴史家は対象を一定の距離を持って眺め，過去の事件に理性的な判断をく

だして説明づけなければならなし、。歴史を流れる大きな潮流の前に，文学者や回想者の目

には重要と思われる事件も，単なる逸話にすぎないとして捨て去られる事が多い。

ロシア革命の研究は長いあいだ，それが革命を推進する側であれ，反対する側であれ，

指導的な役割を果たしたエリートの思想、や行動に偏っていた。これに対して， 1970年代以

降，西欧でも日本でも新しい研究の波が現れ，今まで奇妙にもあまり本格的に分析されて

いなかった大衆運動が研究の焦点になりつつある。斬新なアプローチと問題意識を持ち，

新しい資料を駆使したこのような研究は，労働者，兵士，水兵，農民の運動や辺境におけ

る革命の過程を詳細に明らかにしている 1)。 この新しい波の特徴は， ロシア革命への社会

史的アプローチであるといえよう O しかしこのようなすぐれた社会史的研究と言えども，

冒頭に述べた私の違和感を払拭するに足るものではない。

数年前の『アメリカ史学評論』に載った論文のなかで， ミシガン大学のロナルド・スー

ニーは， ロシア革命の社会史の特徴はそれが「出生率や死亡率のパターンよりも様々な階

級の運動に主たる関心を寄せていることにある」 と述べ， I歴史から政治を取り除いた歴

史」という社会史の概念はロシア革命の社会史にはありえないと主張している。したがっ

てまさに大衆運動と政治との関わりあいに焦点を当てた新しい波の社会史家は，スーニー

から当然高い評価を受けている九 しかし社会史のこのような狭い定義の仕方は，直接

政治的な重要性を持たない様々な社会の側面を捨象してしまい，分析の対象外に置いてし

まう o つまり文学者や回想録の著者が直感的に感じた革命の像は，歴史の論理から見て重

要性がないと一蹴されてしまうのであるo しかも政治から出発する社会史は，その狭い視

野の放に通常，政治の外に置かれる社会生活の様々な側面にまでいかに政治が浸透してい

たかという側面を見失ってしまう o すなわち，スーニーの提唱する社会史は「歴史から政

治を取り除いた歴史Jとし、ぅ社会史の概念を否定することによって，逆に政治の過小評価

へと導かれるのであるわ。

本論はロシア革命下のベトログラードにおける犯罪と社会の関係を分析することによっ
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て， ロシア革命の社会史への第一歩とすることを試みたものであるO 二月革命の後，ベト

ログラードでは犯罪率が急激に上井した。単に犯罪の数が増えたのみでなく，犯罪の内容

も著しく残忍なものになっていった。新しく創設された民警 (MHJIHUIUI) はこのように増

加した犯罪に対処しえず，一般市民は自己の安全と財産を自らの手で守らねばならなかっ

た。従って犯罪は， 1917年のベトログラードにおいて社会秩序の崩壊をもたらした最も重

要な原因の一つであると言えるO

この問題を分析するにあたり資料の問題がある o 1917年において社会秩序の混乱と共に

犯罪統計の収集も不可能に陥った。従来法務省から出版されていた詳細な犯罪統計も，

1917年に1913年分の統計が出たきりで断絶してしまった。犯罪に関する重要な月刊誌であ

った『警察報知~ (BeCmfWK刀O./IUl{μμ〕も，旧体制下の警察の崩壊と共に発行が停止され

た。おそらくソ連のアルヒープには犯罪に関する;豊富な史料が収められていると思われる

が，筆者のこれに関するアルヒーフ使用の要請は拒否された。ソ連において犯罪に関する

アノレヒープを利用した革命の研究は皆無で、あり， また西欧においてもソ連においてもロシ

ア革命時の犯罪の研究は存在しない。従ってこの研究は全く無から出発しなければならな

L 、。しかし史料が全くない訳ではなL、。この時期に発行された新聞， とりわけ所謂ブルノミ

ード新聞と呼ばれる大衆新聞には，犯罪に関する様々な記事が掲載されている O 従来この

ような大衆新聞は歴史的史料として無視されてきたが， これらの記事を注意深く分析すれ

ば，かなり興味深い革命のー側面が明らかにされるのである九

本論の目的は，過去二回のソ連留学の際に利用した各種の新聞を基礎にして，急速に箆

延する犯罪がし、かに市民生活を脅かすに李ったか， また様々な組織や様々な階層の市民が

L 、かにこの危機に対処したかを検討するものである O この社会史への一試論が，文学者と

歴史家のあまりにも隔った革命像を多少とも近づける事ができれば幸いである O

I 犯罪の種類

1， 第一次世界大戦中の犯罪率と二月革命

一般的に言えば，第一次世界大戦中のロシア帝国の都市， とりわけベトログラードは，

犯罪率の低い安全な都市であったと言うことができるO 表1は1914年と1915年に帝国の主

要な都市に起こった犯罪の種類と件数を示しているO 第一位は窃盗で，次に横領，ゆすり，

詐欺など経済的な犯罪が続いている。強盗，殺人，放火などの犯罪はそれぞれ9位， 10位，

15位と， 19の犯罪の種類のなかでは低い位置にある。帝国ーの人口数と経済力を誇るベト

ログラードは，窃盗と経済的犯罪では絶対数で第1位をしめているが，逮捕者の人口に対

する比率をみれば，ベトログラードは8位であった。(表2，3， 4を参照) 1914年におけ

るべトログラードの殺人件数は14であり， 1915年では15である O 武装強盗の件数は全く

低く， 1915年にたったの3件を記録しているのみであり， 非武装強盗の件数は1914年に

207件， 1915年に60件であった。これらの数字は，人口 200万以上の大都市にしては極め

て低い犯罪率であったということができるあ。
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解決件数

褒 1:ロシア帝国の都市犯罪:1914-1915年

1914年

数!解決件数

41946 21043 

8521 3537 

4284 2132 

2446 2015 

1889 1521 

1667 1024 

1228 589 

955 286 

504 405 

334 211 

261 201 

239 115 

189 185 

145 100 

125 73 

59 54 

45 35 

37 34 

31 30 

出典:“ ropo江CKHHnpecTynJIeHHH 3a 1915 roん"BeCmH.UK flo/lu勾UU，N2. 39， 1916， 
CTp. 940-41. 
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褒2 ロシア帝国の都市における犯罪:逮捕者数
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長谷川 毅

表3: 1914年における1000人に対する逮捕者数

人口 (1000人〉 逮捕者数 比 率

オ ア ツ →ナ 499.5 9197 18.4 

サ v、f ウY 143.8 2481 17.3 

ロストブ・ナ・ドヌー 172.3 2920 17.0 

エカテリノスラフ 211.1 3127 14.8 

アス ラノ、ン 151. 5 1278 8.4 

→T ブ フ 235.7 1444 5. 9 

リ こ1 ブ 2244.7 1444 5.9 

ベトログラード 2118.5 10953 5.2 
ノ、♂ グ 232.2 1013 4.4 

リ プ'i 558.0 1435 2.6 

ベミ ス グ ワ 1762.7 1737 1.0 

出典:“ fopo江CKHHnpecTyn.lIeHHH 3a 1915 rO，ll.-npO，ll.o.n)J{eHHe，" BeCm1iU1C刀O.llUl1UU，
N2. 40， 1916， CTp. 958; A. f. PaIllIm， Hace.lle1iue Poccuu 3a 100 .Ilem， MocKsa， 
1956， CTp. 93. 

表4 ベトログラードにおける犯罪， 1914-1915年

)1国 1914年 1915年

窃盗， 300ループール以ド 1 3710 3657 

窃盗，家宅侵入 1 1125 1050 

窃盗， 300ルーブル以 k 1 1002 1369 

j欽， ゆ す 1 94 153 

横 H九I日1 1 388 496 

，馬 引己 棒 2 68 62 

非 JI¥ 装 リ虫 盗 1 207 60 

殺 人 4 14 19 

武 装 'J';jj 盗 24 3 

殺 人 ;ヰミ J差‘ 3 11 

出典:“ fOpO，ll.CKHH npecTyn.neHH冗 3a 1915 ro，ll.， " BeCm1iU1C no.llu勾UU，N2. 39， 
1916， CTp. 941-942. および “fOpOJJ:CKHH npecTyn.neHH兄 3a 1915 ro，ll.-
npo江o.n)J{eHHe，"BeCm1ilt1C刀O.lll叫llU，N2. 40， 1916， CTp. 957-58. 

このような安全な都市は，二月」革.命を境にして危険な犯罪者1)市へと一転した。二月革命

は三つの点で犯罪率の増加をもたらした。第一に，二月革命の過程でぺトログラードの刑

務所に服役していた大多数の囚人が解放された。ソ連のアルヒーフによれば 2月26日に

f!1・内の刑務所には合計 7，652人の囚人が服役していることになっている 6)。 このうちの何

人が政治犯であったかは不明であるが，おそらくこの大部分は刑事犯であったと推察され

るO 第二に，二月革命の過程で蜂起した民衆は大量の武器を手にした。その一部は犯罪者

の手にも行き渡ったと考えるべきである O 人二量の火器の存在は， 二月革命以降の犯罪の性

格をより暴力化した o 第三に，二月革命は旧体制の権力の象徴であった警察を破壊した
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犯罪，魯察，サモスート‘

が，それにとって代わった民曹は，犯罪に対処するにはあまりにも無力であった。

2. 窃盗と強盗

新しく政権についた臨時政府や市当局は，多くの市民と共に二月革命の過程とその直後
に続発した犯罪の波が，新政府のもとで秩序が回復するにつれて減少するであろうと期待
していた。ところが，犯罪率は減少するどころか逆に増加する一方であった。二月革命の
直後に頻発した犯罪は，民瞥や国会軍事委員の権限を装って強制捜査を行い，貴重な財産
を押収するとしづ犯罪であった。ベトログラード地区の民警長(コミサーノレ)に任命され
たベシェホーノフも，二月革命後の最初の数週間は，非合法的に為される強制捜査との戦
いに忙殺されたと述べている九〉。 このような非合法の捜査， 押収はかくも頻繁になされ
たので，新しく民警李総督(グラドナチャーリニク)に任命されたユレーヴィッチは，非合
法捜査を堅く禁じる総督命令を出さねばならなかった針。 しかし市饗や軍事委員会の命令
書を担造するのはいとも簡単なことであったし，時にはユレーヴィッチの命令にもかかわ
らず，民警の制服や腕章だけで恐怖に脅える市民を沈黙させるのに十分であった。三月の
下旬に摘発された盗賊の隠れ場所には，正式のTH警の証明書や命令の書式が山のように積
んであったといわれる九 ところが四月以降このような強制捜査の例は突然新聞記事から
姿を消してしまう。このことは強盗の数が減少したことを意味するものではなく，むしろ
犯罪者が民警を装うという子問をとらなくても， JlJr定の目的を達成することができること
を学んだことによる D

事実，四月から五月にかけて窃盗，強盗の件数は著しいと昇をしめしたl九既に小さな
窃盗などは新聞記事にはならず，めぼしいもののみしか報道されなかっk..o しかし窃盗，
強盗件数の上昇率は凄まじいものがあったので， ~ペトログラード、・リストーク』は紙上
に「首都の盗みJ(CTOJIHllHble XHmHHKH] とし、う欄を設けるほどであった。この欄には前
日に起った主だった窃強，強盗が紹介され，最後に[その他多くの盗みが報告された」と
いう決り文句が繰り返されていた。『ベトログラード・リストークJは6月16日に前日24
1時間以内に40件の窃盗と強盗が報告されたというニュースを伝え， rこれは前代未聞の無
政府状態であるJとし、う不安を表明している11〉0

しかし， これは単なる始まりに過ぎなかっk..o 七月事件で政情が騒然となり，街頭デモ
が行われ，政府軍との衝突があると，犯罪者はこの機会を利用してdiの中央で商庖に押し
いり，強盗を働いた1~l) 0 7月27日には， 20人ばかりの軍服を蝉った」問が軍用車でチェル
ニーゴブ冷凍会社に乗り付け，軍事作戦にも等しい迅速さで23万ループリに値する商品を
収奪するとし、う事件があった14)0 8月15日には歴史博物館に泥棒が侵入し， 500万ノレープ
リに値する貴重品が盗まれた15)0 8 月 29 日には-~Hで30件もの窃盗，強盗が報告された16JO
十月革命の自前になると窃盗，強盗の数は幾何級数的に増大した。 9月13日にはたった
の20件であった窃盗，強盗の報告件数は17う 10月4日には250件に，三日後の10月7日に
は310件に，更に10月13日， 14日の二日間で合計800件にも達した18)。民警の無力化と共
に頼りにならない民瞥に報告されない犯罪も増加しfこと考えられる泊、ら，実際の件数はこ
れを遥かに上回ると推測できる O たったの四カ月前の新聞の論説が一日で40件にも達する
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盗みは前代未聞であると嘆いていた事を考えると，十月革命
前夜の件数はその十倍にも達

し，飛躍的な増加率であったことが分かるO 既に盗みの対象
に聖域は残されていなかっ

た。盗みはセンナヤ広場のスパースカヤ教会， ヴォルコープ
墓地，員-金属博物館などにお

よび， さらに革命人民の中心的組織であったスモーリヌィの
ぺトログラード・ソヴエトに

おいても，いろいろなものが盗まれる次第であったO ナロー
ドニキの伝説的な革命家であ

るヴェーラ・フィグネルのアパートにもこそ泥が入り込み，
また泥棒が泥棒に盗まれたと

いうことも報告されている 19)。

3. 武装強盗とアナーキズ‘ム

三月から十月の聞に新聞に伝えられた武装強盗の件数を数えて
みると， ベトログラード

は危険な都市と化したことが一目瞭然となる o (表5を参照) 1915
年にたった3件しか起

こっていなかった武装強盗は， この八カ月間で少なくとも87件にも上っている
。いうまで

もなく二月革命以降，火器が簡単に手に入るようになったこ
とが，武装強盗の増加を促進

した重要なー要因で、あることに間違いはない。このことは強
盗から身を守るために市民自

身が火器を手にいれなければならないという反応を必然化し，
さらに社会全体の暴力化に

輸をかけた。

表5:ベトログラードにおける犯罪:1917年3月から10月まで

1914年 郎年 13月一4月15月一6月 17月一8月 19月一附i合

殺 人 件 数 14 19 13 21 30 26 90 

殺人/1日平均数* .038 .052 .24 .45 .55 .58 
.448 

武装強盗件数 o I 3 23 26 24- 14 87 

サモスード件数 1 12 29 33 75 

サモスード件数11日平均** .02 .26 .53 .82 

新聞未使用日数 2 15 7 5 I 29 

*殺人1日平均数=(殺人総件数)/{(1ヶ月の日数)一(新聞未使用日数)
}

**サモスード件数1日平均=(サモスード総件数)/{( 1カ月の日数〉ー
(新聞未使用日数)}

1917年におこった武装強盗で、興味深いのは，特に五月と六月に自称「
アナーキスト」が，

「搾取者を搾取する jために資産家の邸宅を襲い， 財産の収
奪を行ったことである o アナ

ーキストによるドゥルノヴォ邸不法占拠と，臨時政府による大
掛かりな攻撃は， 良く知ら

れているのでここに繰り返すまでもな¥，，20)。しかしドゥルノ
ヴォ事件は氷山の一角であ

り，他にも数多くのアナーキスト，あるいは自称「アナーキ
スト」による武装収奪が行わ

れた。例えば4月28日には， リヒテンベルグ侯邸を様々な武器で身を固め
た18人のー隊が

襲撃して，財産を収奪した。後に逮捕された「アナーキスト
Jのうち数人は，前科のある

犯罪者であることが判明した。 5月7日には，前政府高官の邸
宅とルーゲ伯爵邸が，アナ

ーキストの攻撃を受けた。 5月18日には軍服に身を纏った三人の自称「ア
ナーキストJ.

「共産主義者」が， カリーニン通りにある K.K.グリゴリエブ宅を
襲レ， 伯爵と召使の

一人を射殺した。後に逮捕された犯人は全て前科者の犯罪者
であることが判明した。なか
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には10数人のティーン Z イジャーが「アナーキスト]と称してレスノイの豪邸に押しか

け，Jilぇ上がる家人を前にして，庭先にサモワールを持ち出してピクニックを始めたとい

う事件もあった21)。このような「アナーキスト jによる収奪が，一体どれだけ政治意識に

目覚めた純粋の「アナーキスト」による収奪なのか， どこまでアナーキズムが犯罪者によ

って犯罪を犯す使宜として使われたかは不明である O しかし犯罪者が自己の利益のために

政治を利用したことは明らかであるO このことは4月23日の『ベトログラーツカヤ・ガゼ

ータ』に載った漫画に象徴的に示されている。こそ泥が盗品を袋にいれて持ちだそうとし

ているところへ市警がやってくる O 市警が声をかける orおい，お前はこそ泥だろう。」泥
棒は答える o r市警同志よ o おめL、はしようもねえ反動野郎じゃねえか。 ツアーリ響察も
同じ考えを持っていたんだぜ、。J22)

4. 放火

1917年の夏はベトログラードの住民にとって困難な時であった。七月にはネヴァ河が氾

濫して，多くの住民が水浸しになった住居から退去しなければならなかった。また夏にな

ると市の清掃部の仕事はすっかり麻癖してゴミが問収されず， 道端に山のようにたまって

悪臭を放ち始め，住民の衛生に危険な状態をもたらした。市の衛生部による統計は，この

夏に腸チフス，赤痢， コレラなどの伝染病が流行している事を示してし、るO 因みに性病の

蔓延も由々しい問題となっていた。

多くの火災が起こったのも夏の盛りであった。そのうちの幾つかは放火の疑いが濃厚で

あった。 7月21日にはディナモ工場で爆発があり，四日後にはレスピラートル工場が全焼

した。 7月30日には原因不明の火災がドネツコ・ユーリエフスキー工場でおこり，その一

週間後には第26発電所が全焼した。 8月16日にはウ zスチングハウスの工場の大部分が火

災のため破壊され， その一週間後にはプチーロフ工場にも火災が発生した23)0 1917年の最

大の火事は8月11日にオフタで起こった。ネヴァ河右岸のオフタにある工場から出た火事

は，直ちに隣接する工場に燃えうつり，十時間も燃え続けた後，四工場を焼き尽くした。

火の勢いは対岸のはしけにまで延焼するほどの強さであった。少くとも20人の焼死者がで

たが，火事の発生した直後から，避難した人々のアパートに略奪者が殺到し， 50人が逮捕
された24)。

このように工場での火災が頻発したことは， 工場内の管理が著しく低下したことと結び

ついているに違いないが，他方では労働紛争の激化とも関係があるかも知れなL、。七月事

件以来労働者の要求に対する資本家側の攻勢は激しくなり， これにたいして労働者も既得

権を守らなければならないとし寸危機感から，戦闘性を鮮明にしていった。一連の火災は

急、進化した一・部の労働者の跳上りかも知れないし また労働運動に敵意を抱いていた大衆

新聞が， 火災事件にかこつけて急進化する労働者の運動を誹誘するために利用したものか

もしれない。 ともあれこの夏の一連の火災事件は，激化する労使の対立と無関係ではなか

っ十2~ì
μ、・ O
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5. 殺人

二月革命後のぺトログラードにおける犯罪で最も顕著な特徴は， 殺人事件の急激な上昇

である O 表5には三月から十月にいたる主で新聞に報道された殺人の二か月毎の件数と，

その合計が示されている O この八か月の間に少なくとも90件の殺人事件が報道されてい

るO これは1914{ドの15件， 1915年の19件と比較すれば飛躍的な増加で、ある。もしこれに二

月:革命以前と十月革命以後の件数をも付げ加えれば， 更に大きな数字になるであろう O し

かもこの数字にはサモスードによる殺人は含まれていない。またこの数字は筆者の利用で

きた新聞によるものであり 3月5f-1から10月20日までのあいだ一つの新聞も利用できな

かった29日分が除外きれている。しかし， このように実際より少ないと思われる数字を某

にして一日の平均殺人数を計算すると， 1914イドに0.038，1915年に0.053であったが， 1917 

年には0.448と上昇している o I ì ぃ替え ~lば1914年にはひと月に約 1 件， 1915午には20日

に1件であった殺人は，1917sドになると 2rlから 3Flに 1件という←1::昇を示している O 史
に重要なことは， ふた月毎の 1日平均殺人件数が， 3月-4月に0.24，5月一6月に0.45，

7月一8月に0.55， 9月一10月に0.58と著しい増加の現象を示していることである向。

このような殺人事件の増大とともに， 大衆新聞の報道の仕方にも変化が起こっているこ

とを見落してはならない。ここでは典型的な報道の仕方として二つの事件をあげてみるこ

とにする O

第一の事件はシュロスペルグ事件である o 3月10日カザン通りで弁護士シュロスペルグ

が帰宅中， 自宅の付近で丁度売春宿から出てきた三人の兵士に襲われた。シュロスベノレグ

が財布，腕時計など身につけていたもの全てを与えたにも拘らず，盗賊はシュロスペルグ

にナイフを突き刺し， ぐったりと倒れた犠牲}>;-をなおもノ数同にわたり突き刺して逃げ去っ

たという事件である O 民警が到着したときにはシュロスペルグの息は途絶えていた27)。

第二の事件は最もセンセーショナルなクレロ殺人事件であった。事件はベトログラード

地医の高級住宅地であるカメノオストローブスキ一通りにあったマーガレット・セザフ=

グレロのアパートで、起こった。 4月16日，ナイトグヲブの歌手であったクロレは，二三人の

将校を自宅に招き，ぜいたくな夜食とワインでもてなLたが， 深夜の来客は突如強盗と化

し，サーベノレでクレロと彼女の友人であったマリヤ・ボポーヴァを滅多切りにした。強盗

は騒ぎを聞いて駈けつけた女中をもその場で斬り付け， アパートからねこそぎに貴重品を

奪いとって逃走したO これ自体センセーショナルな殺人強盗事件であったが，数日後に事

件はさらに意外な展開を遂げナこ。ポポーヴァと女中は即死したが，奇跡的にもクレロは一

命をとりとめ，数日後に意識が回復してから， 犯人の一人は顔馴染のフォン・シュリヅベ

ン男爵であると告白したのである O シュリッベンとは， 1916年11月に軍当局の強制調達

を装い， 資産家のジートフスキー邸の大規模な収奪を遂行したことで悪名の高い男であっ

た。二月革命のどさくさに監獄から脱走し， その後堂々とクレロの入りひ、たっていた類廃

的な社交界に顔をだしていた川。

シュロスペルグ事件は時と場所を問わず、だれにでも起りうる殺人であった。その不条

理さは読者に不安感を与えたに違いなく， 新聞もそのおぞましさを強調する書き方をして

いる O これに反してクレロ事件の方は，大衆新聞がお得意にしているような猟奇的な書き
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方をしているのが目立つ。大衆とは程遠い特権階級の類魔的生活の暴露という点で，おそ

らくラスブーチンの暴露物が流行したことと共通性があるのかもしれない。ともあれ，大

衆新聞が大・衆の俗悪な猟奇的興味を満二足させるような殺人事件の残忍なデテールを書き記

すことも，引き統いて行われた。

例えば5月18日『ベトログラード・リストーク』は， ユカテリノゴフキ川で発見された

両手を後ろに縛られ頭に深い傷のある女性の死体について報道している的、。 5月24日に

は，明らかに強姦の犠牲者と見られる若い中国人の女の両j眼をえぐりとられ n悶喉をか
ききられ， 乳房や他の部分に無数のナイフの刺し傷があった死体の発見を伝えている耽o

rベトログラード・リストーク』は，八月のコルニーロブ事件の報道でもちきりであった
紙面に， ペトログラードの様々な川岸で包装紙に包まれた肢体，腕，脚などが別々に発見

されたノくラパラ事件を報じることも忘れてはいなかった~1，; 0 rrコペイカ』は八月の下旬

に， レスノイの変質者に殺害された犠牲者の死体が次から次へと発掘されたことを挿絵い

りで報じている 32)0 (当時の新聞には写真が印刷されることはなく， 挿絵も極めて稀であ

った。)

しかしセンセーショナリズムのなかにも，野放しに広がりつつあり， 無差別に行われる

殺人に不安と憤りをもって報道するという傾向も明らかであった。若い女性がアレクサン

ドル・ネフスキー僧院の中庭で強姦され殺害された。長い歴史を誇るこの聖なる寺院のな

かでこのような殺人事件が起こったのは前代未聞であった。この報道には，猟奇的という

よりむしろ歯止めを失ったかのように広がる残虐な犯罪に対する不安感が表明されてい

るO 十月のレスノイで‘起こった一家属殺事件になると， 新聞の報道には不安感よりも憤り

が表面にだされてくる O かつては閑静な住宅地Kとして知られたレスノイは，二月革命以

後急速に危険な犯罪地情へと化していった。 5月2日にはこ二人の脱走兵が中流家庭に押し

いり，女中を絞め殺L. 摺守番をしていた13歳の少年を殴り倒L意識不明にした後，盗み

を働いたという事件があった~3) 0 10月 1Rには残酷な一家虐殺事件が発生した。たまたま

レスノイ地区の民暫本部の所在した建物のなかのアパートに何者かが侵入し， 両親と三人

の小さな子供を虐殺したという事件であった。この事件のil'f後連日，憤激した住民が民警

本部を取り回み民警の怠慢さに抗議する集会を聞き， あるときは集会の雫気が険悪になり

暴動寸前という光景もあった84JO

ロシア革命時の殺人の特色として二つのことを付け加える必要がある O 第一は，七月事

件以降， 政治的意見の違いが殺人にまで発展すると L寸事件が頻繁に起こっていることで

ある O これには政治的意見の相違が意見の交換や相互の譲歩によって解決するという習慣

とメカニズムが次第に失われ， その解決の唯一の手段が暴力の行使になりつつあるという

社会の暴力化のもう一つの特色が示されている 3CO

第二は，犯罪における中国人の役割である O 七月と八月には少なくとも 5人の中国人が

殺害されている O レスノイの一家虐殺事件の容疑者として逮捕されたのも中国人であっ

た。第一次大戦中ロシアの資本家は，労働力不足を解消するため中国から廉価な中国人労

働者を移入した36)。そのうちの約一万人がベトログラードに集中したといわれる o これら

の中国人は主として未熟練労働者として雇用されていた。殆ど奴隷労働に近い賃金で働か
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され，言葉も自由にならず，労働運動のなかに組織されることもなく， 二月革命の後の経

済的不況のなかで最初に街頭にほうりだされたのは中国人労働者であった。したがって失

業はこれら中国人労働者にとって深刻な問題となった。中国人はノーヴァヤ・デェレーヴ

ニャ，ベスキ， ロジデェストヴェンスキー地区などの一角に独自の中国人街を形成し，住

宅事情の悪いロシア人の目にさえ信じがたし、と思われるほどの劣悪な木賃宿に， 信じがた

い人口密度で住んでいた。賭博と阿片の常用は中国人街の特有な悪徳、として特筆されてい

るO 時折新聞には， このような木賃宿に踏み込んだ民警が，黄色い阿片の煙に包まれたな

かで無数の中国人が意識もうろうとして横たわっている様を見たことを伝えているo 恐ら

く中国人のなかには自己保存の必要性から， あるいは阿片の購入と賭博の組織の必要性か

ら，様々なギャングが構成されたものと思われるO 夏に起こった中国人の殺人事件は，恐

らくこれらギャング間の争いに根ざしているのかも知れな"，37)。秋になると犯罪が中国人

の間のみにとどまらず， ロシア人地区も広がって行く傾向があった。これはロシア人の間

にある伝統的な人種的偏見を呼び起こし， ノーヴァヤ・デェレーヴニャでは憤激した住民

がベトログラードからの中国人の排斥を要求するに至った38)。

二月革命を機として犯罪率は堰を切ったように激増した。かつて安全であったベトログ

ラードは， 急速に危険極まりない都市へと転化した。革命の深化により社会的秩序が崩壊

するにつれ犯罪率は上昇しまたそのことが社会秩序の崩壊を促進した。 十月革命前夜の

ベトログラードはホップスの定義する「自然状態」に速からぬ社会になりつつあったとい

ってもおそらく過言ではないであろう。二月革命の際に逮捕され， グレストィ刑務所に服

役していた前ペトログラード秘密警察(オフラナ)長官のK.VI.グロパチョフは，八月の

末に釈放されたが， 監獄にいる聞に変わり果てたベトログラードの状況を次のように描写

している O

[九月と十月になると本質的には無政府状態がベトログラードに君臨した。犯罪者の数

は想像もできないくらい増大した。強盗や殺人が毎日のように， もはや夜の闇に紛れてで

はなく，白昼堂々と犯された。住民は自己の生命を守ることに専念しなければならなかっ

た。既存の権力からは何の助けも得られないことを知って，住民は自ら建物の自警組織を

作り，強盗の侵入に備えて警備手段を講じた。夜になると常にどの建物の前にも武装した

守衛が置かれた。しかしこのような手段も，強盗を減らすことには何の役にも立たなかっ

Tこof9〉

11. 犯罪の要因

1. 犯罪者と脱走兵の存在

犯罪率の増大を直接促進した重要な要因として，犯罪者と脱走兵の存在があげられるO

臨時政府は犯罪者をも旧政府の抑圧の犠牲者であると信じて， 犯罪者を利する一連の法令

を発令した。 3月12日には死刑が廃止され 3月17日には旧政府の裁判所で、受けた刑期の

大巾な縮小と大赦を与える法令を発令した40)。この法律によれば，死刑の判決を受けた死

刑囚は15年を超えない流刑と強制労働， 流刑による強制労働の刑を受けた囚人はその刑期

が半分に削減され，他の流刑者は3年に減刑， その他全ての囚人には大赦が与えられた。
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二月革命中に脱走した犯罪者は 5月1日までに出頭することが命ぜられた。自発的に出

頭した犯罪者の刑は半分に減刑されることになっていた41)。しかし自由の身になり混乱に

紛れて犯罪を犯す千載一遇の機会に恵まれている時に， のこのこと出頭するようなおめで

たし、犯罪者は少なかった。臨時政府の期待に反して，革命は一夜にしてしたたかな犯罪者

を模範的な市民に転ずることはなかったのである。人間の善意を信じようとしたこのよう

な法令が効果の無いことはもとより，危険であることが判明したにも拘らず，司法大臣ケ

レンスキーはさらに前線に志願する犯罪者を釈放する法令をも発令した。クレストィ刑務

所で刑期を共にしたグロパチョブは，犯罪者がこの法令を次のように受け取ったと記して

いる o Iおれたちが戦争に志願するのをなんたるまぬけだと思うにち1げえねえな。だが

な，そうは問屋がおろさねえ。おれたちは着るものを着せて貰い，食うものを食わせても

らい，そして汽車が最初に止まった瞬間，あばよとずらかるまでのことよ J42) レーニンの

言葉を言い替えれば， まさにロシアは犯罪者にとっては世界で最も自由な国と化したので

あり， 勿論この白出は犯罪者によって最大限に利用された。『ベトログラード・リストー

ク』は次のように述べているO

「もしベトログラード全体に盗みが起こり，収奪されているとしても，それはわれわれ

を驚かすものではなL、。なぜ、なら二万にも及ぶ犯罪者がし、ろいろな監獄から釈放されてい

るからであるO 完全な市民権を享受した強盗が，ベトログラードの ffl内を堂々と閥歩して

いるのである。刑事審察の警部が町なかで顔見知りの犯罪者にあっても，何をすることも

できなL、。犯罪者のなかには|日政府の裁判所で諸権利を喪失したものが多いが，いまでは

彼らはそんな判決はすっかり無視している。J43)

もう一つの犯罪的要素として脱走兵の存在が挙げられる。二月革命の際兵営を抜け出し

て蜂起した兵土の一部は，二度と兵営に戻らなかった。さらになにかうまい話しはないか

と上京してくる脱走兵がこれに加わった。歴史家の中では，戦線から逃げ出した脱走兵

は，農村での土地の分割にありつくために脱走したという説が有力であるが，この一部は

郷里に戻らず首都で途中下車したことを忘れてはならなし、。食料不足が急速に進行したベ

トログラードで，食料配給券にありつくには正当な組織に属していることが必要条件であ

ったから， 定職もない脱走兵にとって犯罪は重要な生活の手段であった。しかも脱走兵

は，戦争で荒廃したすさんだ残忍な精神と行動を首都の生活にもちこんだ。七月にこのよ

うな脱走兵は，ベトログラードに五万から六万も存在していたと伝えられている 4的。この

数字が正しいとすれば， じつにベトログラードの全人口の約3%から4%が，犯罪者と脱

走兵で占められていたというおそるべきことになる O

徐々に犯罪者と脱走兵は，民警でさえも足を踏み込むことが危険な独自のコロニーを形

成し始めた。そのようなコロニーはザパノレカンスキー大通りの娯楽街「オリンピア」の附

近，ナルヴァ地区のヴォルコヴォ村， ヴァシリエフスキー島のガレルナヤ・ガヴァーニ，

ガーヴァンスコエ原， ゴロダイ，更にリーゴフキ，ベスキ，ポリユーストロヴォなどに存

在した。三月から四月にかけて民審は度々犯罪者や脱走兵の巣窟を摘発して疑わしい人物

を逮捕したが，以下に述べるような新い司法制度の不備のため，上京してくる犯罪者，脱

走兵が加わり， 日々に増大する犯罪人口を減らす手段としては焼け石に水であった45)。

内
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夏になると犯罪者や脱走兵はもはやおとなしく民警のし刈、なりになってはいなかった。

民警の摘発にたいして武力で立ち向かうと Lづ例が頻繁に起こった。民警の摘発も軍事行

動まがし、の大掛かりなものが多くなった。七月の末ヴォルコヴォの強盗集団にたいして行

われた摘発もその一例である O 最初の民警による摘発は，強盗の巣窟からの武装抵抗を呼

び起こした。民警と犯罪者との撃ちあいは半時間あまり続いたが，一人の民警が重傷を負

った。八月になると，今度はイズマイロフスキー連隊と第四ドン・コサック連隊の数小隊

の援助を受けた民警の小隊は，注意深くあらかじめヴォルコヴォーを取り囲み， 150人を逮

捕した。このような犯罪者からの抵抗は例外ではなかった46九七月と八月に行われた24の

民警の摘発のうち八つまでに武装抵抗が起きている4九時には民警による犯罪者の逮捕

が，犯罪者のコロニーの住民の蜂起を招くこともあった。七月に起こった「オリンピアj

での暴動はその典型的な例である O この歓楽街で民警が疑わしい数人の人物を逮捕したこ

とから，多数の脱走兵，犯罪者，愚連隊，その他の群衆が抗議集会を聞き，民警本部に押

しかけた。二月草命のときのデモを思いださせるように，群衆は「ブァラオー! 抑圧者

! Jと叫びながら民警本部に殺到し逃げ遅れた数人の民警を捕まえ殴りつけた。 一人の

民警は三回の窓から突き落され，下に殺到した群衆により袋叩きにされた4九

2. 新しい司法制度

レナード・シャピロによれば，第一次臨時政府の指導者は「人間の完全性に対するナイ

ーヴな信頼と，暴力と強要に対する嫌悪jに噂かれていたとする 49)。これは特に新しい刑

事司法制度に直接責任のあった内務大臣の r.E. 1)ヴォフと司法大臣のケレンスキーにと
ってあてはまることである O 先に述べた死刑の廃止や刑事犯に対する大赦の法令は， この

ような基本的な考え方に基づいたものであった。さらに4月17日に発令された「民警に関

する暫定的規則Jは，刑事犯の基本的人権の擁護を重視した規則で、あった。例えばその28

条は，民警が具体的な犯罪を犯したという告発なしに存疑者を24日寺間以上拘束することは

できないと定めている O したがって犯罪者のコロニーにおいて度々行われたー斉検挙でせ

っかく逮捕した疑わしき人物の多くは，翌日にはfIIrに逆戻りすることが多かった。

また，新しく設定された臨時裁判所 (BpeMeHI-IbrtrCY，l{Jも，新政府のもとでの刑事司法

制度に信頼感を抱かせる性格のものではなかった 。二月革命の過程で旧政府のもとでの

あらゆる司法制度が崩壊した。この法的アナーキーと L、う危険な真空を急速埋めなければ

ならないとし、ぅ必要性から， ケレンスキーによって「蜂起に参加した人民と有産階級との

誤解を最小限にする」という目的で暫定的に作られたこの臨時裁判所は，治安判事を裁判

長とし， 労働者からの代表者一人と兵土からの代表者一人との三人からなる裁判であっ

た。暫定的な性格であったにも拘らず， これはペトログラードにおいて事実上唯一の裁判

機関として機能した51)。この裁判の一つの特徴は判決が恋意的であったことである O 法務

省、の役人として内部からこの裁判に関与した B.マヌーシキンは， 同じ種類の窃盗にたい

して， 勧告の判決から最大の罰金である一万ループリまでにいたる様々な判決が課せられ

たと述べている。一般に臨時裁判は窃盗にたいして極めて寛大であった。これにたいして

ゴミの処理を怠った家主が一万ループリの罰金を課せられることもあった52)。異なる階級

。。
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の間の宥不11を目的としたこの臨時裁判所は，階級対立が一層険悪化しつつある時に当初の

H的を巣たすどころか，むしろ階級対立を-"_....層促進する役割を果たしたとおもわれる。し

かも平凡な不倫訴訟から残虐な強盗事件までを裁いた臨時裁判所は， 日に日に増加する犯

罪の数に効果的に対処しえたとは到底考えられない500

ツアーリスト体制の刑事司法制度の崩壊は意外なところに飛び火した。法的には警察組

織のなかに組み入れられてはいなかったが， どの建物にも存在し，警察と密接な関係を保

ちつつ，建物に出入りする人物に瞥戒の目を光らせていたドゥヴォノレニグ(守衛)は，旧

体制の下では犯罪の防止に役立った。二月革命の後ツアーリ警察の手先であったという批

判に強く反発して， ドゥヴォルニクは五月に自己の労働組合を結成し，今後建物の警備は

行わないと宣言した54)0 5月9日民警総督ユレーヴイヅチはこれにたいして， ドゥヴォル

ニグの夜間の強制的警備を命令し，違反者は罰すると威嚇した。ドゥヴオルニクは， 自己

の組織と何の相談もなく一方的に出されたこのような威嚇は無視すると， さらに態度を硬

化した。 ドゥヴォルニグのストライキに直面して，ユレーヴ J ッチは強制義務の命令を撤

回せぎるをえなくなった。そのかわりドヮヴォノレニクは夜間警備を任意的に行うこともあ

りうると譲歩した5わ。この後ベトログラードの建物は，警備の不在という裸同然の状態に

置かれたのである。

泥搾や強盗が逮捕され，裁判にかけられ， 監獄に送られでも，そのような犯罪者が安全

に社会から隔離されたという保証はなかった。二月革命は刑務所の警備に関しても大きな

欠陥を生じさせたのである。臨時政府は， 監獄の所長，獄吏はツアーリスト政府の手先で

あるとして，刑務所の改革に乗り出した。その第一歩は，旧政府下の所長，獄吏のクピを

きり，新しい獄吏をJ采用することから始まった56)。 しかしこのような即席の獄吏は，警備

については訓練も受けていない全くの素人が多かった。刑務所での警備力は当然のことな

がら著しく低下せざるをえなかった。ぺト p グラードの刑務所の中でも最も厳しい警備体

制を採っていることで有名なクレストィでさえ， グロパチョフは次のような描写をしてい

るO 獄吏は屡々昼寝をむきぼり，お茶を飲んだり，食事のために銃をIEI人の手に届くよう

な場所に置き去りにして長時間jl.、なくなってしまうこともあった。囚人が刑務所の中庭で

歩行する時間には，屡々全く獄吏の監視がないときがあった。多くの囚人が脱走したが，

グロバチョフ自身は前秘密警察長官という身分を考え， 外よりも監獄の中の方が安全であ

ると判断して憎まっていた57JO

七月事件に関連して多くの政治犯が監獄にぶ、ちこまれたが， これらの政治犯はコルニー

ロフ事件の後釈放されるか，そうでなければ監獄から脱走した。 8月30日にはクレストィ

から208人の囚人が， r~îJじ日に150人の囚人がベテルホーフ市警本部から逃走した58JO この

全てが政治犯であるということはできない。刑事犯もこのときを利用して脱走したものと

思われる O 例えば， クレストィから脱出した208人のうち政治犯はたった30人のみであっ

た。

人間の善意を信じ理想主義に燃えて出発した新しい刑事司法制度は， 結局のところ機能

しなかった。逆にそれは犯罪者に利用され，犯罪率の上昇に貢献することになった。
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3. 民警の無力化

犯罪率の上昇を促進したもう一つの重要な要因は， ツアーリ警察に代わって創設された

民警が犯罪を防止するにはあまりにも無力であったことである O これにはいろいろの原因

があるが，まず第一に民警の組織が市=民警 (ropO，llCKaH M即日間的と労働者民警

(pa6otIa兄 M即日日目的 との二重権力のもとに分裂していたことが挙げられる問。市=民警

はベトログラードの市ドゥーマにより組織され， 階級的相違を超越して全ての市民より構

成され，全ての市民のために奉仕するという民主的原則のもとに成り立っていた。その機

能は公共の秩序を保持し， 個人の生命と財産の安全を保証することにあった。これにたい

し労働者民警は労働者のみから構成され， 労働者の利益に奉仕する階級的組織であった。

しかもその目的は， 労働者によってかちとられた革命の成果に対し，予期される反革命的

攻撃を武力で排除するという政治的なものであった町。したがってもし労働者民警が犯罪

の防止という公共の秩序にも役割を果たしたならば， それは必要に迫られてlr.むをえず果
たさなければならなかった機能であり，始めから予期された機能ではなかった。労働者民

警は形式的には市=民警の権力を認めたが，実質的には独立した組織を保持した。 一般的

にいえば，市=民警は市の中心地でその権力を確立したが， 労働者民警は市の中心から離

れた工場地帯で、その機能を発揮した。しかし市=民警と労働者民警との関係はもっと複雑

で，民警と赤衛軍に関する著作の著書であるウェイドは次のように説明しているO

「詳しく見ていくと， このようなきれいな図式はあまり現実にあてはまらないことが分

かるO 工場に基礎を持った労働者民警のある部分は， いろいろな程度の独立性を保ちなが

ら市=民警本部に従属しその命令にしたがったが， 他の部分は如何なる形での従属をも拒

否した。市=民警内部においても， 主として労働者から構成されていたが完全に市=民警

組織のなかで機能していた組織もあった。多くの地区はそれぞれ労働者民警と市=民警と

の間で勢力が分配される小地区に分かれていた。さらに幾つかの小地区においては，ある

建物，通り，地域は労働者民警が， その他はili口氏警がパトロールしていたというところ

もあった。そのような小地区では，労働者民警と市=民警との並行する組織が存在し，暫

定的な縄張りの分配が行われた。最後にこのような権力の分配は，一般に二月革命のとき

に確立した境界線に基いていた，ある程度の変史と再組織が行われ， また市当局によって

労働者民警を閉鎖させたり， あるし、はこれより厳しい管理下に置こうとする努力が常に払

われた。J61) 

第二に，労働者民警と市=民警双方とも中央集権性を排し， 地方分権性の原則のもとに

機能していたことである6九したがって双方とも地区組織の独立性とその最高責任者の選

挙制を主張した。臨時政府や市政府は中央集権の原則のもとに民警を再組織しようとした

が， この試みは両組織からの強い反対にあって成功しなかったmJO

第三に，特に市=民警についていえることであるが， 民警の警官の質が低かったことで

ある。二月革命直後の設立当時には市=民警の警官は学生や他の中間層からのボランティ

アから成り立っていた。ボーイスカウトまでが動員されたことも記されている 64)。のちに

はコミサールと呼ばれた地区三民警長による民警警官の採用はもうすこし注意深くなされ

たが，それでも一般に民警警官の基礎的訓練の不足という欠陥は免れなかった。労働者民
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警の水準も， ひと月かふた月のうちにめまぐるしく交代するため決して高いとはいえなか

った。しかし犯罪の激増と共に民曹の無力が露呈され， 市当局と臨時政府は旧ツアーリ警

察の刑事を再採用することによって刑事警察を創設せざるをえなかった。問題はツアーリ

警察の刑事は殆ど全て逮捕されており，監獄に服役中であったことである。民警総督は3

月9日にこのような刑事の釈放を命じ刑事警察を創設したが， その部長に任命されたキル

ピーチニコフは数日の間監獄に閉じ込められたままであった。刑事警察は臨時政府の法務

省のもとに直轄され， 部長と二名の副部長のもとに， 10名の刑事， 200名の刑事補から成

り立っていた。全員が素人である民警と比べれば， 刑事警察はたちの悪い犯罪者に対処す

るのに効果的に機能したが， 100ループリから200ループリという低賃金で働かされ， 旧政

府の手先であったという焼印を押されていることもあり， ト分な活動は期待しえなかっ

た。しかもベトログラード・ソヴエト，市ドヮーマ，軍当局からの代表者から成る監察委

員会の監視下におかれていた65)。

第四の理由は民響と民響警官に対する財政的援助の不足である O 市立民警は市政府によ

って賄われていたが， 市政府の財源は極度に悪化したため， 民警の財政的基礎は危ういも

のになっていった。労働者民警は工場の所有者側からの給料という形で賄われていたが，

労使間の関係が悪化するにつれて使用者側の支払拒否の例が続発した。労働者民警と赤衛

軍は実力行使により資金と武器を調達したが， 資金の不足は市=民警に深刻な結果をもた

らした。このため驚くべきことには， 1/1=民警警官の全てに武器が行き渡らなかった。こ

のことは犯罪者や愚連隊から襲われたときに自己防衛も困難であったことを意味し，更に

市=民警の士気の低下を促進した。十月には民警が若し、愚連隊の一味に固まれ，銃を顔に

つき突けられて脅され，愚連隊が喋笑するなかを四つんばし、で這い廻り犬のように吠える

ことを強要された事件があった66)。資金の不足は吏に制服や長靴の不足となり， 市=民警

警官の不満を益々高める要因となった。しかし最も重要な結果は賃金の低さであった。

このような不満が高まり，十月には市z 民警の警官は自己の労働組合を結成するに至っ

た。皮肉なことにこの労働組合はベトログラード・ソヴエトへの加入を求めた。民警労働

組合は市政府にたいし，賃金の値上げ，武器，制服，長靴の支給を要求した。賃金値上げ

の要求は，普段は保守的であった刑事警察の支持をも受けた。刑事警察は法務省にたいし

て陳情書を送り，七月から全く賃金を受け取っていないと訴えた。犯罪者の一部がぜいた

くな住居を構え，高価なホテルを根城にして， 運転手付きの自動車で町を走り回っている

とき， 賃金が支払われるかどうかも分からないまま自己の生命の危険を賭けてまで強盗犯

の追跡に身を削ることが馬鹿らしいと思うのも当然のことであった。市政府に対する要求

にたいして満足する回答を得られなかった一市=民欝警官は， ついに10月11日までに満足を

件られる回答がない場合にはストライキに突入すると決議した。地区の市=民警審官は業

を煮やして地区ソヴエトや工場委員会に訴えた67)。 十月革命が起こったとき，市政府はス

トライキを回避するために市=民響警官の労働組合と交渉中であり， 他方で民警を見捨て

新しい警察制度の根本的な改善策を建てようとしているところであった叫。

犯罪率の上昇に脅かされた市民は， 何の術もなく手をこまねいているかにみえる民曹を

批判し始めた。すでに四月一五月に新聞は民警のなかに犯罪者が入りこんでいる例や，公
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共の場で泥酔という醜態をさらけだす民警の例をあげて民警を批判した。このような批判

は市ドゥーマの討論にも反映された69)。しかし秋になると新聞はもはや個々の民警の逸脱

というより，民警制度そのものを批判するようになった問。この論調の変化は， 10月20日

の『ベトログラード・リストーク』に載った漫画に端的に示されている O 中年の夫婦が人

気の無い通りを歩いていると，後ろから強盗に襲われそうになるO 前には民警がパトロー

ルしているO 夫婦は絶望的につぶやく orああ， これで一巻の終わりだ。後ろに強盗，前
に民警だ!J71) 

111 犯罪に対する反応

1. 首都逃亡

住民がし、かに犯罪に対応したのかについてまず挙げられるのは， ベトログラードから逃

げ出してしまうことであった。七月にはいつもの避暑客よりもかなり多い6，000人がベト

ログラードからクリミヤに到着したと伝えられている O ある人々にとっては亡命生活は既

にこのときから始まったといえるO 邸宅やアパートを売りにだしたり， 借家人を求めたり

する新聞広告が多くなったのもこの夏であった。しかし空になった家屋やアパートが，下

層階級のために貸しだされることはめったになかった。家屋やアパートの所有者は， 臨時

政府や市政府によって発令された厳しい家賃管理法のもとでは採算が採れないと判断し

て，むしろ家を閉鎖して首都を去ることを望んだのである O 従って多くの空家が存在して

いたにも拘らず， ベトログラードには深刻な住宅不足が発生するとし、う異常な事態が起こ

った。このことは既に進行していた階級対立に一層拍車を駆けると同時に，主人が留守

中，全く無力の下男や女中に守られているぜ、いたくな邸宅やアパートは， 犯罪者の格好な

餌食となった。

しかし首都を逃げ出したのは単に富裕階級のみではなかった。秋までに約12万人がベト

ログラードを去ったといわれている O 勿論これには食料危機， 失業問題，住宅問題，疫病

の発生などいろいろの要因があるが，犯罪もその一端をになっていたことは確実であると

思われる 71a)。

2. 住宅自治委員会 Cs.OMOBhleKOMHTeThIJ 

増大する犯罪に脅かされ，建物の安全を保っていたドゥヴォルニクにも見放され， 住民

は自己の生命と財産を守るために自分たちで組織を作らなければならなかった。すでに四

月には住宅地の個々の建物で住宅自治委員会が結成されていることが伝えられている O そ

の一部は建物への門を日夜閉鎖し，そこに住む住民に通行;lIEを発行し， 住民の間に警備当

番をおくことを決定した。なかには， 一歩進んで私的な建物民警を結成するものもあっ

た叫。秋になると既に民警に頼ることができないことが明確になり， 多くの住宅自治委員

会は近くの兵営から兵士を傭い，傭兵による警備隊を形成し始めた。市=民警による武器

の支給の要求には乗り気でなかった市政府も， このような私的な住宅自治委員会の傭兵に

対してはより寛大に武器を引き渡した7九暴力組織の公的な制度化が崩れ去り， 公的な暴

力と私的な暴力の差がなくなりつつあることは， 社会の暴力化のもう一つの重要な兆候で
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あった。

3. サモスード

ロシア革命下のペトログラードで最も恐ろしいことといえば，サモスードに勝るものは

ないであろう O サモスードというのは警察力が無力化した状、況で，犯罪に脅かされた市民

が，スリや窃盗犯の捕らえられたときに犯人を取り閉み，その場でぶち殺してしまう凄ま

じい私刑のことである 74)0 5月13日の『ペトログラード・リストーク』は， I泥棒に対す

る小さなサモスードの例は以前にも認められたが， 昨日から急激に新しい段階に達したと

思われるJと述べ，前日に起こった三つのサモスー Fの例を挙げている 75)。その後突然サ

モスードが新聞紙上を賑わすことになった。白昼， ベトログラードの目抜き通りであるネ

ブスキー大通りとサドーヴァヤ通りの交差点で， 二人のスリが群衆に閉まれて殴り殺され

た。商品をためこんでいると疑われた商)古の席員が，憤激して自に押しいった群衆に袋叩

きにされた。ある倉庫で盗みを働いているところを見つかった現行犯が， 集まった群衆に

叩き殺された。これは全て一日のうちに起こったことである O 群衆が集まるところではだ

れかが「ぶん殴れ。奴がやったことを知っている」と叫ぶだけで十分であった。群衆は例

外なしに指をさされた容疑者におどりかかった。暴力の行使に疑問をはさむ穏健な声は無

視され， しばしばこのような意見を述べる者自身サモスードの対象になった。まるで鶏の

群れが最初にくちばしでつつつかれて血を出す鶏におどりかかるように，犠牲者の血は群

衆を興奮させて行動へと駆り立てるかのようであった76JD

サモスードの例はかくも頻繁に起こったので， [Jコベイカ』は「今日のサモスード」と

いう欄を設けたほどであった。

五月と六月の二か月の間に合計12のサモスードが新聞に伝えられたが， この数字は七月

と八月には23，九月と十月には33へと増大した。これを一日平均になおすと，三月一四月

に0.02であったのが，五月一六月に0.26，七月一八月に0.53，吏に九月一十月にO.82と急

激な上昇ぶりをしめしている o (表5を参照)

典型的な例はスモレンスカヤ通りとルペンスカヤ通りの角で起こっt.::..o 泥棒が捕えら群

衆が集まった。群衆は民警に引き渡すことを拒否して，その場で人民裁判にかけることを

決定した。「人民裁判が最も公正で， 最も迅速な裁判であるJI泥棒は民警に引き渡せば逃

げてしまうに決まっている」と口々に叫ぶ声が聞こえた。審議は短時間でおわり，満場一

致で死刑の判決が下された。群衆は直ちに靴や，棒切れや， 石を手にして泥棒に殴りかか

った。民警が駆けつけて民衆を制止しようとすると，群衆は民警に投石した。遂に民警が

群衆を引き離した時には，血まみれになった泥棒は意識不明であった。哀れな被害者が病

院に担ぎ込まれたときには既に手遅れであった77)。

七月には数人の男が， 走っている自動車からアレクサンドル庭園付近にたむろしていた

兵士をめがけて発砲した。二人の兵士が負傷し， 一人の傍観者が射殺された。発砲者は憤

激した兵士たちに捕まり，文字通り体から手足をもぎとられるという悲惨な最期を遂げ

た。あとで駆けつけた民警は，道路に散らばった身体の一つ一つをひろい集めなければな

らなかったi8)0 
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五月と六月にはサモスードは主として犯罪者にたいして行われたが， 夏に入ると商人に

対するサモスードの例が多く伝えられている O しかもこれらのサモスードには反ユダヤ人

的な色彩が濃厚であった。例えばセンナヤ広場で荷車をヲ[¥，、ていたシャーリコフというユ

ダヤ人皮革商人が， 荷車のなかになにか怪しいものを隠しているのではないかと疑う群衆

に固まれた。民警の小隊が現れ，荷車のなかを調べたがなにも異常は認められず， 人々に

静かに家に帰るよう勧告した。千人ぐらいまでにふくれあがった群衆は，勧告を無視して

シャーリコフをサモスードにかけようと決定した。武器を持っていない民警はこれにたい

し為す術も無かった。群衆からはその場で殺してしまえとか， 運河にほうりこんで溺死さ

せてしまえという意見が出されたが， シャーリコフをベトログラード・ソヴエトに引き渡

そうとする「穏健なJ意見が主流を占めた。皮革商人は荷車に縛り附けられ， 町中を曳き

づり問され，その間絶え間なく群衆から殴打された。ついにスモーリヌィに着いて釈放さ

れた時には， シャーリコブは既に錯乱状態にあった79〉0

八月の末から九月にかけて市内の数個所，特にコロメンスキー地区とロジデェストヴェ

ンスキー地区で食料暴動が起こり， その際ユダヤ人商人に対するポグロムが発生した80)。

秋になり十月革命がさし迫ってくる頃になると， サモスードはさらにその醜い様相を露

わにしてきた。 9月14日には一人の精神病患者が病院を抜け出し， 白分は看護婦に殴られ

たと大声で喚き散らして町なかを歩いていた。これを見た群衆は精神病院に押しかけて院

長をサモスードにかけた。一週間後にはセンナヤ広場で一つの林檎を盗んだ男が群衆に捕

まり叩き殺された81)0 10月15日にはサドーヴァヤ通りとアプラグシン通りの角にあったf占

に，軍服を着た男と，奇麗な洋服に身を纏った若い女が買い物に来たが，万引きをしたと

ころを捕まえられた。たちまち群衆が群がり， Ih電がじゅずつなぎになって止まってしま

う有様であった。民警のー隊が到着したが群衆を宥めることができず，丁度近くの国営銀

行に配置されていた兵士の応援を求めた。兵士は群衆を!古から隔離することに成功した

が，その際群衆から「おまえらは泥棒を匿う民警みたし、だJとし、う罵声が投げ掛けられ

た。しかし数人の男が兵士の警備の隙を見て自・に乱入し， 万引の男を)古の外に曳きずりだ

した。群衆は直ちにこの男におどりかかった。恐怖に脅えた連れの女は屈のなかにあった

公衆電話のボックスに身を潜め， そばにあったテーブルの上に民警の一人が立上り， ピス

トルを構えて女の安全を守る体制を採った。どっとなだれこんだ群衆は， この民警を曳き

ずりおろし，袋叩きにし始めた。若い女も公衆電話のボックスから曳きずりだされ，自の

外で群衆の激しい殴打を浴びt.::..o 群衆の一・人が「なにを意気地のねえやりかたで、止まって

いるんだよ」と懐からピストルを取り出して，男の胸に二発発砲した。数分の後，女も同

じように処刑された。サモスードの嵐は卜月革命の前夜にかくもおぞましく吹き荒れたの

である 82)。

このように荒れ狂うサモスードの復響に脅威を感じた犯罪者が， 新聞への投書という形

で、社会にたいして最後通諜をつき付けたことも興味のあることである O 犯罪者は rサモ
スードが終わるまでは，われわれは暗い道端で出会う誰をも見境なしに殺害し，家宅侵入

の際はただ物盗りをするのみでなく， 女子供を含む誰をもぶち殺してしまうであろう」と

予告した83)。あたかもペトログラードには労働者と資本家，農民と地主， 兵士と将校の階
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級闘争のほかに，犯罪者と堅気の世界とのもう一つの「階級闘争」があったかのようであ

る口

サモスードは忍び寄る犯罪の危険をひしひしと感心犯罪を防止しえない民響と新しい

刑事司法制度に愛想をつかし，憤りを感じていた民衆の欝積した内的不満の爆発である O

とるにたらぬ小さな罪を犯したものにまで死罪という正義の鉄槌を下したことは， 民衆が

たんに犯された犯罪に対する正当な懲罰以上のことを望んでいたことを示している O 人々

のなかには誰にむけてし北、か分からないドス黒い憎悪と復轡のノミッションが渦まいてい

た。このノミッションはサモスードをはけぐちとして表面にほとばしる機会を見出したので

あるO サモスードは社会秩序と権威の崩壊の兆候であり， またそれ自体秩序と権威の一層

の崩壊過程に拍車をかけたのである O

IV 犯罪の社会学

革命下のベトログラードに起こった犯罪は社会的な文脈で捉えられなければならない。

たとえば犯罪の犠牲者とは一体どのような人々であったのだろうか。犯罪は寓格階級と下

層階級との対立と L、う文脈で捉えられるべきであろうか。古い持えれば， 犯罪は下層階級

の抑圧者にたいする反逆と解釈されるべきであろうか。それとも， 犯罪は階層の如何を問

わず全ての市民を無差別に危険に陥れたのだろうか。一方で， 犠牲者のみならず，犯罪者

をも考慮しなければならない。どのような人々が犯罪を犯したのであろうか。前科者と脱

走兵が主たる犯罪者であったのだろうか。それとも， それまで犯罪には無関係であった部

分が革命の混乱のなかで犯罪への積極的参加者に加わったのだろうか。また，犯罪の地域

的分布も興味のある問題であるO 犯罪はベトログラードの全市にわたり一様に広がってい

ったのだろうか， それとも地域によって犯罪率の相違はあったのだろうか。このような問

題に明確な結論を出すことは， 現在利用できる資料からでは困難であるが，一応の仮説を

立てておくことは無駄ではないであろう。

大衆新聞を読んでみて直ちに分かることは，報道されている犯罪やサモスードが， カザ

ン， ロジデェストヴェンスキー，アレクサンドルヱネフスキー， コロメンスキー， モスク

ワ，ナルヴァ地区などの市の中央部に集中していることである O これらの地区は裕福な特

権層と下層級が雑居しており， また工場労働者は極めて少なかった。犯罪がこの地区に集

中していることは， 大衆新聞の読者層が主にこのような地区に住んでし、た中流階級や下層

階級から成り立っていたこととも関係があるかも知れない。したがって， riiの中心から速

く離れた労働者地域で、の犯罪は， 大衆新聞に報道されなかったということもありうること

である O

しかし，犯罪やサモスードの都心への集中は， 大衆新聞のノミイアスからだけで説明する

ことはできない。それは恐らくロシア革命の下での犯罪の社会学と無関係ではなかったで

あろう O 犯罪によって最も直接的に影響を蒙った層が二つある O 都心部はこのこつの層が

密集していた場所であった。第一は， 盗まれるべき財産を所有していた窟裕層である。革

命が起こってからまっさきにベトログヲードを逃げ出したのはこのj骨で、ある O しかし全て

が逃げ出した訳ではなく，首都に残った富裕層は犯罪率の上昇を最も危険に感じていたに
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違いない。この層で一つ興味のあることは， あたかも迫り来る自己の階級の没落を感じて

いるかのように，特権階級の 4 部は売春や賭博や麻薬にあけくれる類魔的な快楽に溺れき

った社会を形成したことであるO 勿論このような社会は犯罪の社会と紙一重であった。ク

レロ殺人事件はその象徴的な現れであった。

第二に， 組織された労働者運動の外に置かれた様々な職業から成る都市の下層階級も，

犯罪の影響を蒙った層である O これには収入は低いが意識の上で、は中産階級に近い最下位

の官吏，中小商人，薬剤師，食堂，酒場，茶屋の所有者などがある。これに小さな工場の

労働者，大工，清掃業労務者，水道工などの労働者や，靴屋，時計工，洗濯屋，錠前屋，

ペンキ屋などの職人層，女中，下男，門番，守衛， )白員，給仕，女給， 洗濯婦などが加わ

った84)。これらの下層階級は日夜犯罪と接近した場所に生活の場を持ち，彼ら自身いろい

ろな犯罪の犠牲者になったことが考えられる O さらに犯罪の影響を考慮するとき，家庭や

町なかで犯罪に接触する機会の多かった主婦も忘れる訳にはいかない。これらの下層階級

は教育程度が低く， 革命によって転倒した価値観に混乱し，明確な階級意識で結ばれるこ

ともなく， また階級的組織によって組織されることもなかった。大衆新聞は犯罪に脅かさ

れたこの層の恐怖と怒りを夫現していたと思われる O 恐らくサモスードを行った民衆はこ

の層であったのだろう。彼らは同時にもっとも反動的であり，また急進的でもあっtc.o 一

方で反ユダヤ主義をあからさまにし， ユダヤ人に対するポグロムに参加したのもこの層で

あり， 他方この層の一部はベトログラート・ソヴエトを立持して，特権階級に対する激し

い憎悪を長1]き出しにしtc.o おそらく下層階級に属する若者は，急速に犯罪の予備軍に組み

込まれていったと思われる。

次に重要なグループは兵士であった。兵士の犯罪に対する役割には二重の性格があっ

た。一方では， 兵一土は混乱した社会のなかで犯罪に対処できうる究極的な権威であった。

しかし他方で、は兵士は犯罪に積極的に参加したグループでもあった。おそらくコルニーロ

フ事件以後ぺトロクラードに I~t屯して L、た予備軍には， 著しい士気の低下と規律の崩壊が

進行しており，政治的にまとまりを維持していた少数の部隊を除いては，兵土は急速に犯

罪予備軍に転化していったのではないかとおもわれるO

ぺトログラードにおける他の階層と比較してみれば， 労働者階級のみが社会的にも政治

的にも一番のまとまりを示していたといえる O 犯罪との関係で見れば， 最も大切なことは

労働脅階級が労働者の規律をひきしめ， 労働者地区において犯罪の防止を保証すべき効果

的な組織を維持していたということである。犯罪は恐らく仁場地帯にも広がり， 労働者も

その被害から免れなかったと思われるが， 犯罪率は市の中心地と比較すればかなり低かっ

たであろう O 労働者の組織のなかで犯罪の防!トjこ役立った組織として， 工場委員会，地区

ソヴエト，そして最も重要な労働者民警と赤衛軍があった。労働者民警と赤衛軍の主要な

任務は先にも述べたように反革命との闘争であったが， 労働者民警は(後には赤衛軍も)

労働者地|互において公共の秩序を維持する役割も果たしたのである O 例えば， ヴァシリエ

フスキー地区ソヴィエトの民警委員会は， 労働者民警の役割!のなかに「生命と財産の保

障 l と「殺人，強盗，窃盗の摘発 j を合んでいる ~5)。ウェイドが指摘しているように，赤

衛軍の起源は反革命の攻撃に備えて労働者を武装させることであった。しかし， ヴァシリ
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エブスキー地区ソヴィエトで採用された「労働者親衛隊」規則の原案には， r性別，年齢，
民族の如何を問わず全ての市民の生命と財産を保障する」というi項頃目がその役割の一つと

して認認、められていることは興味深いことでで、ある自附6幻J

七月事件の後， 臨時政府は中央集権的原則の下に民警の再編成を目指した新しい民警の

規則を発令して，労働者民警を廃止しようと企てた。しかしこの試みは失敗におわり， 労

働者民警はその存在を維持した8~ このことは恐らく，労働者民警は公共の秩序を保つた

めに最も効果的な組織であり， またある地区においては唯一の組織であったことと関連し

ているのであろう O 例えば， 労働者民警には給料を支払わないようにと L、う臨時政府の命

令にも拘らず，ベトログラード・パイプ工場の使用者は， 労働者民警の廃止は工場の規律

と警備を危険に陥れるとして， この命令に従うことを把否した88)。

市=民警が無力化すると共に， 労働者民警と赤衛軍は単に労働者地区のみならず，市の

中央部においても秩序の維持に重要な役割を果たし始めた。市の最も危険な犯罪地帯であ

ったリテイヌィ， ロジデェストヴェンスキー，アレクサンドル=ネフスキー， モスクワ地

区を含む第一地区ソヴエトは，犯罪問題を自己の課題とすることを余儀無くされ， 八月に

は悪名高い「オリンピア」を閉鎖する決定を下し， リーゴフキやその他の危険地帯に労働

者民警のノミトロールを増やす決定を行っている自約。

十月革命が差し迫ってくると，地区の労働者運動の指導者たちの間で，労働者民欝と亦

衛軍の役割を反革命に対する闘争という政治的目的のみに制限すべきか， それともそれぞ

れの地域での公共の秩序を維持する役割も果たすべきかという問題が激しく討論された。

一般的にいって， ヴィボルグ， ヴァシリエブスキー，ベテルホープ地|瓦ソヴエトは， 労働

者民警と赤衛軍が労働者階級の階級闘争の道具であるから，他の階級をも利するような秩

序の維持に労働者の武装組織は使用すべきでないという意見であった。この意見はポリシ

ェヴィキ党の中央の意見と一致していた。これにたいしベトログラード， ロジデェストヴ

ェンスキー，第一地区ソヴエトは， 公共の秩序の維持も必要な役割の一つであるという態

度を採った靴。このような意見の相違にも拘らず， 実際にはどの地区においても，程度の

差はあれ，労働者民警と赤衛軍は秩序の維持という役割を果たしていたのである O

v 結論

ロシア革命の過程において，公共の秩序とrh民の安全を保障すべき公的な暴力機関は崩

壊しつつあった。その結果暴力が野放しになり， 公的暴力と私的暴力との差異が抹殺され

た。究極的制裁手段 (ultimaratio) を欠く政治体制には，法統治は不可能であり，社会

の紛争解決の唯・の子段があからさまな暴力になることは必然的であった。公的暴力機関

の崩壊，私的暴力機関の独立性， 紛争解決の主要な手段となった暴力という互いに結び付

いている三つの要素は，社会の暴力化の重要な兆候であっt.:.o さらにこのような社会の暴

力化は，個々の市民の心理的残忍化 (brutalization)をももたらしたことも忘れではな

らない。犯罪はこの点で政治と社会とを結び付ける接点であった。

犯罪は1917年におけるべトログラードの社会の崩壊によってもたらされた必然的な結果

でもあり，また同時にこの崩壊の過程を促進せしめた要困でもある O 犯罪の増大をもたら
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した直接的な要因として先に述べたような様々な要因が挙げられるが， さらに人々の意識

の中に起こった重要な変化が考慮されなければならない。パステルナークは『ドクトノレ・

ジヴァゴ』のなかで， ロシア革命には二つの革命が並行して行われたと言っている O 第一

の革命は個人の外部に起こっていた政治的，社会的革命であり， 第二の革命は個人の意識

の中で起こっていた革命で、ある O ツアーリズム体制が打倒され，それと共に旧世界のあら

ゆる価値が疑問に付され，その多くが排除された。凄まじい勢いで変わってL、く社会的，

政治的変動の中で旧い善と悪の観念が混乱し，合法性と犯罪性の違いが畷昧になった。 階

級的対立が激化すると共に個人財産と生命の不可侵性が攻撃された。また階級的憎悪を煽

り立てる政治的イデオロギーもこのような傾向に拍車をかけた。さらに革命の過程におい

てそれまで社会の下積みに置かれた民衆は，抑圧者のくびきから解放され， 自己の運命に

対する主人であるという自信と誇りを持つに至った。しかし， この自信と誇りは過去の抑

圧者をも包摂する人間性に満ちているというより， むしろ抑圧者に対する憎悪と復讐の精

神に力点が置かれていた。このような価値観の転倒，心理的態度の変化が犯罪の撞頭にい

かに作用したかは困難な問題で、あるが，全く関係が無かったとは決して断言できない。

ロシア革命下のベトログラードは，ホップスの定義する「自然、状態」とあまり隔ってい

ない社会であったといえるが， このような社会が長続きするはずが無かった。社会の暴力

化に勝る暴力手段をもって社会秩序の回復を目指すリヴァイサン国家の誕生は， ある意味

で必然的であったといえる O

革命の過程で他の階層がバラパラに崩壊しつつあるなかで， たったひとつ労働者階級の

みが政治的，社会的な結び付きを維持していた。マルクスは『へーゲル法哲学批判』序文

の中で， ドイツの革命におけるプロレタリアートの役割について次のように述べているO

[ドイツにおける解放の可能性はそれではどこにあるのであろうか。我々は以下のよう

に答えるであろう O 急進的な鎖を持った階級， 1fi民社会の階級で、はない市民社会における

階級，あらゆる階級の解消である階級， その苦しみが普遍的であるがゆえに普遍的な性格

を持ち， それに対してなされた不正が特殊な不正で、はなく不正一般であるがゆえに特殊な

矯正を求めない社会の領域， その様な附級が形成されなければならなL、。伝統的な身分を

要求するのではなく，人間的身分のみを要求し， ドイツの政治体制の特殊な結果に反対す

るのではなく，その政治体制そのものに全面的に反対し， 最後に自己を社会の他のあらゆ

る領域から解放することなしに自己を解放することができない。 ということはつまり人間

性の完全な喪失であり， 人間性の完全な救済を通じてでなければ白己を救済することので

きないそのような領域が社会に形成されなければならなし、。特殊な階級としてこのような

社会の解消を行うのがプロレタリアートである。J91) 

プロレタリアートの役割に関してロシア革命はマルクスの予見が正しいことを証明し

た。公共の秩序という自己の階級を超越した社会全体の課題を達成するのは，労働者階級

以外には有りえなかったで、あろう O したがって， この観点から見れば， 十月革命は単にポ

リシェヴィキ党による偶然的な権力の奪取ではなく，社会的必然性に裏付けられていたと

いうことができる O

しかし|歴史の校猶さ」は， ロシア革命の過程があまりにも見事にマルクスの予見を実
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現したが故に，マノレグス主義の危険な限界をしめし， 逆にへーゲルの思想の偉大さを証明

しているのであるo ベトログラードの労働者は確かに社会の全てのι:しみと不正を一身に
狙って行動しt::.o しかし，彼らを行動へと駆り立てたノミッションは， 単に抑圧からの解放

というあかるい前向きのノ主ッションで、あるのみならず， 階級の敵に対するドス黒い憎悪、と

復悼のパヅションでもあったのである O 市民社会の単なる一部をなす労働者階級が， へー

ゲ、ルにあっては市民社会の諸階層の利害を調停する役割を果たすべき国家にとってかわる

時， このような否定的なパ、ソションも制度化されざるをえなかった。

この階級的憎悪、の制度化とし、う過程は， プロレタリアート独裁のもとに自己の独裁的権

力を確立していったポリシェヴィキ党によって，意識的に推し進められた。ポリシェヴィ

キ党は国家による市民社会の破壊を遂行し， プロレダリアートの名のもとに自己を国家の

既に据え付たのである O そしてこの H的を達成する l二であからさまな暴力の行使が正当化

された。犯罪もこの一環として考えることができる O 犯罪は卜n革命によって減少するど
ころか，むしろ増大した。それまで犯罪に闘しては無|剤心であったポリシェヴィキ権力は，

権力を奪取してからは犯罪をプロレタリア権力に対する反革命行為であると規定して，犯

罪対策を自己の抑圧的暴力機構の設立のための跳躍台としたのである O しかし， この過程

については章をあらためて論じなければならない。
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Crime， Police， and Samosudy in Petrograd 

during the Russian Revolution 

Tsuyoshi HASEGA羽TA

長谷川 総

lntended as the first step toward a social history of the Russian Revolution， 

this artic1e seeks to examine how the sharp increase in the crime rate in 

Petrograd during the Russian Revolution in 1917 cotributed to the breakdown 

of social cohesion in the ci ty. 

After the February Revolution the crime rate in Petrograd increased with 

frightening speed. Not only did the number of various crimes increase， bu t 

also crimes committed became progressively violent. Crimes resulted from， 

and at the same time further contributed to the gencral breakdown of social 

cohesion in revolutionary Petrograd. Criminal population， particularly ex-

convicts freed from prisons， and deserters， poured into the capital. The Pro-

visional Government issued decree after decree extending generous treatment 

to criminals. The criminal justice system under the Provisional Government 

did not function well to prevent crime. The Temporary Court was often 

arbitrary in passing sentences and generally lenient to criminals， while the 

discipline in the prison guard system became extremely lax. 

Furthermore， the tsarist police was annihilated during the February 

Revolution， and the militia which replaced the former police was not effective 

in combatting crime. The militia organizations were divided into the city 

militia and the workers' militia. The city miiitia was based on the democratic 

principle， and controlled and financed by the Petrograd City Duma， while the 

workers' militia was an exc1usive c1ass organization designed to protect the 

interests of the working c1ass and controlled by the district soviets. Both 

organizations had a strong commitment to the principle of local self-determina-

tion， resenting attempts at centralization. 

As the crisis of the middle c1ass intensified in the summer， the city mi1itia 

became progressively ineffective. On the eve of the October Revolusion， the 

demora1ization of the city militiamen was such that it was on the verge of 

col1apse. The workers' militia had to step into this vaccuum to fulfill the 

task of insuring security. 

People reacted to crimes in various ways. Those who could a妊ordto leave 

deserted the city. Many residents formed residents' committees， and improvised 

their own security measures. Some even hired soldiers from nearby barracks. 

But the most frightening aspect of the Russian Revolution was the emergence of 

- 54-



犯罪，脅察，サモスード

samosudy in the streets. Those common citizens， who were threatened by the 

rising crime rate and frustrated by the powerlessness of the criminal justice 

system in preventing crime， vented their anger and frustrations by committing 

samosudy against common thieves caught in the streets. After the summer， 

seωmη10ωsu“d正dybegan to bear an anti-司司句-司叩δ句-帽鴫句鴫鳴-命句
merchants. Samosudy in turn contributed to further erosion of social cohe-

rency. 

The rising crime rate was an inevitable result of the social breakdown in 

Petrograd that was progressing with tremendous speed， but at the same time 

it accelerated this process further. It also contributed to brutalization of the 

society. 

Petrograd on the eve of the October Revolution was a society that was 

c10se to what Hobbes defined as a “state of nature." A society that is reduced 

to anomie cannot exist for long， and it made the arrival of a “Leviathan state" 

inevitable. The only c1ass that maintained social and organizational cohesion 

was the working c1ass. If one considers that the great moving force that 

propelled this c1ass to action was often a sense of revenge， and further that 

the Bolsheviks who were to seize power on the crest of the working c1ass 

support were all eager to unleash c1ass violence， it was c1ear that the nature 

of this “Leviathan state" would begin with the institutionalization of a system 

of violence in the name of proletarian dictatorship. 
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